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1
　
二
つ
の
道
慈
伝

　

釈
道
慈
に
関
す
る
文
章
は
、『
懐
風
藻
』
内
の
作
者
に
付
さ
れ
た
伝
と
、『
続
日
本
紀
』

の
記
事
、
こ
の
二
つ
が
最
も
古
く
、
基
本
的
な
資
料
と
し
て
存
す
る
。『
続
日
本
紀
』
内

で
道
慈
は
計
六
箇
所
に
そ
の
名
を
見
せ
る
が
、
道
慈
に
関
す
る
こ
と
で
最
も
ま
と
ま
っ
た

文
章
と
な
っ
て
い
る
の
は
天
平
十
六
年
十
月
条
の
道
慈
の
卒
伝
で
あ
る
。

︿﹃
懐
風
藻
﹄
道
慈
伝
﹀

釈
道
慈
者
、
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
人
。
少
而
出
家
、
聡
敏
好
学
。
英
材
明
悟
、
為
衆

所
推
。
太
宝
元
年
、
遣
学
唐
国
。
歴
訪
明
哲
、
留
連
講
肆
。
妙
通
三
蔵
之
玄
宗
、
広

談
五
明
之
微
旨
。
時
唐
簡
于
国
中
義
学
高
僧
一
百
人
、
請
入
宮
中
令
講
仁
王
般
若
。

法
師
学
業
穎
秀
、
預
入
選
中
。
唐
王
憐
其
遠
学
、
特
加
優
賞
。
遊
学
西
土
、
十
有
六

歳
。
養
老
二
年
、
帰
来
本
国
。
帝
嘉
之
、
拝
僧
綱
律
師

0

0

。
性
甚
骨
鯁

0

0

、
為
時
不
容
。

解
任
帰
、
遊
山
野
。
時
出
京
師
、
造
大
安
寺
。
時
年
七
十
餘
。

（
釈
道
慈
は
、
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
の
人
。
少
く
し
て
出
家
し
、
聡
敏
に
し
て
学
を

好
む
。
英
材
明
悟
、
衆
に
推
さ
ゆ
。
太
宝
元
年
、
唐
国
に
遣
学
す
。
明
哲
を
歴
訪
し
、

講
肆
に
留
連
す
。
妙
し
く
三
蔵
の
玄
宗
に
通
じ
、
廣
く
五
明
の
微
旨
を
談
ず
。
時
に

唐
国
中
に
義
学
の
高
僧
一
百
人
を
簡
び
、
宮
中
に
請
入
し
て
、
仁
王
般
若
を
講
か
し

む
。
法
師
学
業
穎
秀
、
選
中
に
預
り
入
る
。
唐
王
其
の
遠
学
を
憐
び
、
特
に
優
賞
を

加
ふ
。
西
土
に
遊
学
す
る
こ
と
、
十
有
六
歳
。
養
老
二
年
、
本
国
に
帰
来
り
。
帝
嘉

み
し
た
ま
ひ
、
僧
綱
律
師
に
拝
し
た
ま
ふ
。
性
甚
だ
骨
鯁
、
時
に
容
れ
ら
え
ず
。
任

を
解
き
て
帰
り
、
山
野
に
遊
ぶ
。
時
に
京
師
に
出
で
、
大
安
寺
を
造
る
。
年
七
十
餘
。）

︿﹃
続
日
本
紀
﹄
道
慈
卒
伝
（
天
平
十
六
年
十
月
条
（﹀

冬
十
月
辛
卯
、
律
師

0

0

道
慈
法
師
卒
。〈
天
平
元
年
為
律
師

0

0

。〉
法
師
俗
姓
額
田
氏
、
添

下
郡
人
也
。
性
聡
悟
為
衆
所
推
。
大
宝
元
年
、
随
使
入
唐
。
渉
覧
経
典
、
尤
精
三
論
。

養
老
二
年
帰
朝
。
是
時
釈
門
之
秀
者
唯
法
師
及
神
叡
法
師
二
人
而
已
。
著
述
愚
志
一

巻
論
僧
尼
之
事
。
其
略
曰
、
今
察
日
本
素
緇
行
仏
法
軌
模
、
全
異
大
唐
道
俗
伝
聖
教

法
則
。
若
順
経
典
能
護
国
土
。
如
違
憲
章
不
利
人
民
。
一
国
仏
法
万
家
修
善
何
用
虚

設
。
豈
不
慎
乎
。
弟
子
伝
業
者
、
于
今
不
絶
。
属
遷
造
大
安
寺
於
平
城
、
勅
法
師
勾

当
其
事
。
法
師
尤
妙
工
巧
。
構
作
形
製
、
皆
禀
其
規
模
。
所
有
匠
手
、
莫
不
歎
服
焉
。

卒
時
、
年
七
十
有
餘
。

（
冬
十
月
辛
卯
。
律
師
道
慈
法
師
卒
し
ぬ
。〈
天
平
元
年
律
師
と
為
る
。〉
法
師
は
俗

姓
額
田
氏
、
添
下
郡
の
人
な
り
。
性
聡
悟
に
し
て
衆
の
為
に
推
さ
る
。
大
宝
元
年
、

使
に
随
ひ
て
唐
に
入
り
き
。
渉
く
経
典
を
覧
、
尤
も
三
論
に
精
れ
た
り
。
養
老
二
年

帰
朝
る
。
是
の
時
釈
門
の
秀
で
た
る
者
は
唯
法
師
と
神
叡
法
師
と
の
二
人
の
み
。
愚

志
一
巻
を
著
し
述
べ
て
僧
尼
の
事
を
論
ふ
。
そ
の
略
に
曰
は
く
、「
今
日
本
の
素
緇

の
行
ふ
仏
法
の
軌
模
を
察
る
に
、
全
く
大
唐
の
道
俗
の
伝
ふ
る
聖
教
の
法
則
に
異
な

り
。
若
し
経
典
に
順
は
ば
能
く
国
土
を
護
ら
む
。
如
し
憲
章
に
違
は
ば
人
民
に
利
あ

ら
ず
。
一
国
の
仏
法
万
家
修
善
せ
ば
何
ぞ
虚
設
を
用
ゐ
む
。
豈
慎
ま
ざ
ら
め
や
」
と

い
ふ
。
弟
子
の
業
を
伝
ふ
る
者
、
今
に
絶
え
ず
。
属
大
安
寺
を
平
城
に
遷
し
造
る
に
、

法
師
に
勅
し
て
そ
の
事
を
勾
当
せ
し
め
た
ま
ふ
。
法
師
尤
も
工
巧
に
妙
な
り
。
構
作

形
製
、
皆
そ
の
規
模
を
禀
く
。
有
ら
ゆ
る
匠
手
、
歎
服
せ
ぬ
は
莫
し
。
卒
す
る
時
、
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年
七
十
有
餘
。）

　

ど
ち
ら
も
、
道
慈
の
姓
と
出
身
か
ら
始
ま
り
、
秀
才
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。「
為
衆

所
推
」
な
ど
の
語
は
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
大
宝
元
年
に
唐
に
渡
り
、
養
老

二
年
に
帰
国
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
概
ね
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
類
似
に
関
し
て
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
と
『
続
日
本
紀
』
道
慈
卒
伝
の
関
係
性
に

つ
い
て
は
、
小
島
憲
之（（
（

が
、『
懐
風
藻
』
の
道
慈
伝
は
、『
続
日
本
紀
』
道
慈
卒
伝
の
も
と

に
な
る
諸
資
料
を
得
て
改
作
を
加
え
た
と
す
る
、「
懐
風
藻
・
続
日
本
紀
の
記
事
は
兄
弟

関
係
に
立
つ
と
み
て
よ
い
」
と
の
立
場
を
と
り
、
星
野
良
史（（
（

も
『
続
日
本
紀
』
と
『
懐
風

藻
』
と
に
共
通
の
原
資
料
が
あ
る
と
想
定
す
る
。
ま
た
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
と
『
続
日

本
紀
』
道
慈
卒
伝
を
、「
大
安
寺
碑
文
」
と
も
絡
め
て
論
ず
る
先
行
研
究
が
あ
る
。「
大
安

寺
碑
文
」
は
淡
海
三
船
作
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
年
や
作
者
に
は
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、『
懐
風
藻
』
及
び
『
続
日
本
紀
』
に
も
近
い
表
現
を
持
っ
て
い
る
。
横
田

健
一（（
（

は
、「
い
ず
れ
も
よ
く
似
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
も
と
と
な
っ
た
道
慈
の
伝
が
、
わ
り

あ
い
早
く
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
」
と
し
、
特
に
『
懐
風
藻
』
伝
及
び
「
大

安
寺
碑
文
」
の
筆
者
と
し
て
（
或
い
は
そ
れ
ら
の
文
章
の
原
文
と
な
っ
た
も
の
の
筆
者
と
し
て
）、

淡
海
三
船
説
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
蔵
中
進（（
（

は
『
続
日
本
紀
』
及
び
『
懐
風
藻
』
の

道
慈
伝
の
筆
者
と
し
て
淡
海
三
船
を
推
定
し
、
か
つ
「
大
安
寺
碑
文
」
も
淡
海
三
船
の
真

作
と
す
る
。

　

唐
の
留
学
ま
で
を
述
べ
る
中
で
は
、
留
学
中
、
唐
の
皇
帝
に
選
ば
れ
仁
王
経
を
講
じ
、

そ
の
遠
学
を
い
つ
く
し
ま
れ
た
と
い
う
部
分
が
『
懐
風
藻
』
に
し
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。『
懐
風
藻
』
は
中
臣
大
島
条
に
「
自
茲
以
降
、
諸
人
未
得
伝
記
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
降
も
僧
侶
に
は
全
て
伝
を
つ
け
て
い
る
。
横
田
健
一
は
、
そ
こ
に
問
題
を
提
起
し
、

四
人
の
僧
の
内
三
人
が
唐
に
留
学
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
れ
は
「
唐
へ
留
学
を

す
る
よ
う
な
人
は
、
漢
文
学
に
通
ず
る
に
至
る
こ
と
は
当
然
だ
か
ら
、
詩
文
、
漢
学
に
す

ぐ
れ
た
人
を
あ
げ
れ
ば
、
留
学
生
が
多
く
は
い
る
の
は
必
然
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、

中
臣
大
島
以
降
に
伝
を
持
つ
最
後
の
一
人
、
石
上
乙
麻
呂
も
遣
唐
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
で

あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
留
学
僧
の
伝
の
中
心
が
留
学
中
の
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
、

伝
の
特
色
、
編
者
の
関
心
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
帰
国
後
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
懐
風
藻
』
と
『
続
日
本
紀
』
と
で
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
の
後
半
の
主
要
な
話
題
は
、
道
慈
が
著
し
た
と
い

う
「
愚
志
」
な
る
書
物
の
概
略
と
、
大
安
寺
造
営
で
の
道
慈
の
手
腕
に
つ
い
て
で
あ
る
。

一
方
『
懐
風
藻
』
は
、
そ
の
前
半
部
は
『
続
日
本
紀
』
よ
り
も
文
字
を
費
し
て
い
た
が
、

後
半
部
は
む
し
ろ
簡
略
な
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
中
心
は
「
性
甚
骨
鯁
、
為
時

不
容
。
解
任
帰
、
遊
山
野
。」
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
と
『
続
日
本
紀
』
道
慈
卒
伝
と
で
述
べ
ら
れ
る
事
実
の
中
に
、

齟
齬
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
道
慈
が
律
師
を
辞
め
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
前
者
は
道
慈

が
律
師
と
な
っ
た
こ
と
が
本
文
中
で
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
「
解
任
」
と
さ
れ
る
。
一
方
『
続

日
本
紀
』
は
、
天
平
元
年
に
律
師
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
辞
め
た
と
い
う
記
録

が
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
記
事
は
「
律
師
道
慈
法
師
卒
」
と
始
ま
っ
て
い
て
、
律
師
と
し

て
の
道
慈
が
死
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
、『
懐
風
藻
』
道

慈
伝
の
描
こ
う
と
す
る
道
慈
像
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
取
り
か
か
り
と

し
て
、『
懐
風
藻
』
と
『
続
日
本
紀
』
と
で
食
い
違
う
、
道
慈
の
律
師
辞
任
の
真
偽
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
確
認
し
て
ゆ
く
。

2
　
道
慈
の
辞
任

　

道
慈
関
連
記
事
の
中
で
の
大
き
な
矛
盾
と
し
て
、
こ
の
点
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
数
多

く
存
在
す
る
。
多
く
の
研
究
が
、
道
慈
辞
任
を
肯
定
す
る
主
張
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
、

松
本
信
道（（
（

の
ま
と
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
肯
定
説
の
論
拠
だ
け
を
掲
げ
る
と
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

1
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
に
「
解
任
帰
、
遊
山
野
。」
と
あ
る
こ
と
、

2
、『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
併
流
記
資
材
帳
』（
以
下
『
大
安
寺
資
材
帳
』）
の
天
平
十
年
以
後

の
記
載
に
は
「
前
律
師
道
慈
」
と
あ
る
こ
と
、

3
、
天
平
十
年
閏
七
月
に
行
信
が
律
師
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

4
、
当
時
の
律
師
の
定
員
は
一
名
で
あ
る
こ
と
、

　

一
方
で
、
道
慈
辞
任
を
否
定
す
る
説
も
あ
る
。
本
郷
真
紹（（
（

は
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
は
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帰
国
後
す
ぐ
に
律
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
記
し
て
い
た
り
（
道
慈
の
帰
国
が
養
老
二
年
（
七

一
八
）
な
の
に
対
し
、
律
師
就
任
は
天
平
元
年
（
七
二
九
）
で
あ
る
の
で
、
帰
国
直
後
の
律
師
就
任
は

明
ら
か
な
間
違
い
で
あ
る
）、
大
安
寺
造
営
に
関
わ
っ
た
の
が
律
師
辞
任
後
の
こ
と
で
あ
る
か

の
よ
う
に
記
し
て
い
た
り
し
て
お
り
、
疑
わ
し
い
点
が
多
く
存
在
し
、
全
面
的
に
信
用
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
し
た
。
ま
た
、『
大
安
寺
資
材
帳
』
の
「
前
律
師
」
と
さ
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
『
資
材
帳
』
が
作
成
さ
れ
た
の
が
天
平
十
八
年
十
月
か
ら
同
十

九
年
二
月
ま
で
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
道
慈
が
既
に
死
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
表
記
の
可

能
性
が
あ
り
、生
前
の
解
任
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。更
に
は
、『
続
日
本
紀
』

の
僧
綱
の
卒
伝
で
は
、
生
前
に
解
任
さ
れ
た
者
と
在
任
中
に
死
去
し
た
者
と
で
「
死
」
と

「
卒
」
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
道
慈
在
任
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
す
る
論
拠
と

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
星
野
良
史
（
前
掲
論
文
）
は
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
の
記
事
に
対
し
て
「
歴

史
叙
述
と
し
て
は
厳
密
さ
を
欠
く
」
と
し
、
ま
た
律
師
の
定
員
一
名
に
対
し
て
は
確
実
に

例
外
が
存
す
る
こ
と
か
ら
論
拠
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
説
い
た
。

　

ま
た
、
船
ケ
崎
正
孝（（
（

は
、『
懐
風
藻
』
の
記
載
は
実
質
的
退
任
で
あ
る
の
に
対
し
、『
続

日
本
紀
』
は
形
式
上
の
在
任
記
事
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　

松
本
信
道
は
、
道
慈
の
律
師
辞
任
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
の
立
場
の
分
岐
点
と
な
る
問
題

点
を
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
の
「
解
任
帰
、
遊
山
野
。」
と
あ
る
記
事
の
信
憑
性
、
及
び
『
大

安
寺
資
材
帳
』
の
「
前
律
師
道
慈
法
師
」
と
い
う
記
載
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
の
二

点
に
帰
着
す
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
前
者
の
問
題
点
に
は
、『
懐
風
藻
』
と
『
続
日
本
紀
』

は
同
一
の
原
資
料
を
元
に
作
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
即
ち
二
つ
の
記
事
の
違
い

は
そ
れ
ぞ
れ
の
編
者
の
関
心
の
置
き
方
の
違
い
で
し
か
な
く
、『
懐
風
藻
』
が
虚
偽
を
記

載
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
後
者
の
問
題
点
に
は
、
道
慈
の
死
と
『
大
安
寺
資
材

帳
』
の
成
立
は
接
近
し
て
お
り
、
ま
た
道
慈
と
連
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
教
義
が
『
大
安

寺
資
材
帳
』
の
文
末
に
大
安
寺
の
責
任
者
（
寺
主
僧
）
と
し
て
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
前
律
師
道
慈
」
と
の
記
載
に
は
信
憑
性
が
あ
る
と
し
、『
大
安
寺
資
材
帳
』
記
載
責
任
者

の
教
義
が
、
道
慈
が
律
師
を
辞
任
し
た
こ
と
を
敢
え
て
世
間
に
公
表
す
る
目
的
で
「
前
律

師
道
慈
」
と
記
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
道
慈
辞
任
説
を
支
持
し
た
。

　

し
か
し
、
道
慈
辞
任
説
を
肯
定
す
る
に
な
お
問
題
の
解
決
さ
れ
て
い
な
い
点
は
、
そ
も

そ
も
『
続
日
本
紀
』
道
慈
卒
伝
が
、
明
ら
か
に
道
慈
の
卒
去
を
律
師
在
任
中
の
も
の
と
し

て
記
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、「
実
質
的
退
任
」
と
「
形
式
上
の
在
任
」

に
そ
の
齟
齬
の
原
因
を
求
め
る
船
ケ
崎
正
孝
の
説
が
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
で
は

「
実
質
的
退
任
」
と
「
形
式
上
の
在
任
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

問
題
と
な
る
『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
に
は
「
解
任
帰
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
自
主

的
辞
任
か
解
任
か
で
先
行
研
究
が
分
か
れ
て
い
る
。
中
井
真
孝（（
（

と
橋
本
政
良（（
（

は
、
僧
綱
の

辞
任
・
解
任
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
を
分
析
検
討
し
た
中
で
、
僧
尼
令
「
任
僧
綱
条
」
に

は
、原
則
と
し
て
僧
綱
は
一
任
後
た
や
す
く
替
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
上
で
、「
若

有
過
罰
、
及
老
病
不
任
者
、
即
依
上
法
簡
換
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
換
任
の
条
件
と
し
て

過
罰
と
老
病
を
挙
げ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
松
本
信
道
は
道
慈
に
「
過
罰
」
に
相
当
す
る

理
由
が
見
当
た
ら
な
い
と
し
、
解
任
説
を
退
け
て
い
る
。
ま
た
道
慈
伝
の
「
解
任
」
の
表

記
に
つ
い
て
も
、「
任
を
解
き
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
り
、「
任
を
解
か
れ
」
と
受
動
態
で
訓

む
こ
と
は
文
法
上
の
無
理
が
あ
り
、
ま
た
解
任
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
に
は
、
慈
訓
が
「
不

堪
為
綱
、
宜
停
其
任
。」（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
九
月
条
）
と
し
て
解
任
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
停
」
の
字
を
使
う
べ
き
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
辞
任
の
理
由
と
し
て

認
め
ら
れ
る
「
老
病
」
は
、
令
制
で
一
般
官
人
が
致
仕
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢

は
七
十
歳
で
あ
る
（
選
叙
令
21
）
の
に
対
し
、
道
慈
の
辞
任
の
時
期
は
六
十
代
半
ば
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
松
本
信
道
は
老
病
を
理
由
に
辞
任
し
た
可
能
性
は
少
な
い

と
推
定
す
る
。
こ
の
年
齢
の
推
定
に
つ
い
て
は
天
平
九
年
十
月
に
大
極
殿
の
『
金
光
明
最

勝
王
経
』
講
説
の
講
師
を
勤
め
（『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
十
月
条
）、
天
平
十
四
年
に
「
前
律

師
道
慈
法
師
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
大
安
寺
資
材
帳
』）
こ
と
か
ら
、
天
平
九
年
か
ら
十
四

年
の
間
に
辞
任
し
た
と
見
ら
れ
、
天
平
十
年
閏
七
月
に
行
信
が
律
師
に
就
任
し
て
い
る
こ

と
も
勘
案
す
る
と
、
辞
任
の
時
期
は
天
平
九
年
か
ら
天
平
十
年
の
間
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
計
算
す
れ
ば
、
天
平
十
六
年
に
七
十
餘
で
死
去
し
た
道
慈
は
、
辞
任
時
六

十
代
半
ば
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

松
本
信
道
は
道
慈
が
辞
任
を
願
い
出
た
と
推
測
す
る
が
、
同
時
に
そ
の
理
由
は
「
老
病
」

で
は
な
い
と
す
る
。
松
本
信
道
は
辞
任
の
理
由
と
し
て
、
当
時
の
仏
教
界
で
の
勢
力
関
係

を
想
定
し
、
先
行
研
究
を
綿
密
に
ま
と
め
る
が
、
詳
細
な
論
証
は
同
論
文
に
譲
り
、
こ
こ

で
は
そ
の
結
論
だ
け
を
紹
介
す
る
。
即
ち
、
当
時
道
慈
の
属
す
三
論
宗
が
後
退
し
、
法
相
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宗
が
躍
進
し
、
両
者
の
間
で
の
深
刻
な
対
立
、
論
争
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
ま
で
の
松
本
信
道
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
道
慈
の
辞
任
を
巡
っ
て
、
推
定

さ
れ
る
こ
と
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
道
慈
は
当
時
の
仏
教
界
に
お
け
る
三
論
宗
・
法

相
宗
の
対
立
に
よ
り
、
辞
任
を
願
い
出
た
。
し
か
し
そ
れ
は
僧
尼
令
の
規
定
に
照
ら
せ
ば
、

僧
綱
の
辞
任
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
辞
任
願
い
は
正
式
に
は

受
理
さ
れ
ず
、
形
式
上
、
道
慈
は
在
任
の
ま
ま
だ
っ
た
。
し
か
し
、
行
信
の
律
師
就
任
も

考
え
合
わ
せ
る
と
、
朝
廷
も
道
慈
の
状
況
に
鑑
み
て
代
わ
り
の
人
員
を
確
保
し
た
と
考
え

ら
れ
、
実
質
的
に
は
天
平
十
年
に
道
慈
は
律
師
を
「
辞
任
」
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
、
と

い
う
経
緯
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
ま
で
「
辞
任
」
と
い
う
言
葉
で
論
じ
て
き
た
が
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
に

使
わ
れ
て
い
る
表
現
は
「
解
任
」
で
あ
る
。
松
本
信
道
は
前
述
の
と
お
り
、
道
慈
に
よ
る

積
極
的
な
「
辞
任
」
と
捉
え
る
た
め
、
こ
れ
に
対
し
て
「
任
を
解
き
」
と
の
訓
み
を
主
張

し
た
。
そ
の
際
、「
解
任
」
を
「
任
を
解
か
れ
」
と
受
動
態
で
訓
む
こ
と
は
文
法
上
の
無

理
が
あ
り
、
ま
た
解
任
さ
れ
た

0

0

0

の
で
あ
れ
ば
「
宜
停
其
任
」（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年

九
月
条
）
の
よ
う
に
「
停
」
が
自
然
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
「
解
任
」
に
つ
い
て
は
、「（
朝

廷
が
道
慈
の
律
師
の
）
任
を
解
い
た
」、「（
道
慈
が
朝
廷
に
律
師
の
）
任
を
解
か
れ
た
」、「（
道
慈

が
律
師
の
）
任
を
解
い
た
」
の
三
通
り
が
考
え
ら
れ
よ
う
。「
解
任
帰
、
遊
山
野
」
の
前
後

の
文
脈
は
基
本
的
に
道
慈
が
主
語
で
あ
り
、
一
つ
め
の
朝
廷
を
主
語
に
し
た
訓
み
よ
り

は
、道
慈
を
主
語
と
し
た
方
が
自
然
で
は
あ
る
。ま
た
、『
懐
風
藻
』
の
注
釈
も
殆
ど
が
「
任

を
解
き
」
と
訓
み
、
小
島
大
系
な
ど
は
「
任
ぜ
ら
れ
た
職
務
を
解
く
、
職
を
退
く
こ
と
」

と
、
そ
の
訓
み
に
応
じ
た
注
を
つ
け
て
い
る
。
た
だ
、
松
本
信
道
の
主
張
す
る
「
停
任
」

と
し
た
表
現
は
『
続
日
本
紀
』
に
も
一
例
し
か
な
く
、
六
国
史
全
体
で
も
そ
の
例
は
「
解

任
」
に
比
べ
極
め
て
少
な
い
。「
解
任
」
に
受
動
態
を
表
す
助
字
が
つ
く
よ
う
な
例
は
六

国
史
内
で
も
見
当
た
ら
な
い
が
、「（
朝
廷
が
）
任
を
解
き
」
ま
た
は
「（
朝
廷
に
）
任
を
解

か
れ
」
の
解
釈
が
成
り
立
た
な
い
と
断
定
で
き
る
例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
松
本

信
道
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
律
令
制
に
お
い
て
官
吏
の
任
命
は
天
皇
の
権
限
に
属
す
る

も
の
で
あ
り
、「
解
任
」
が
個
人
の
意
思
に
よ
り
な
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で

あ
る
。
道
慈
伝
に
お
い
て
も
、「
解
任
」
の
主
語
は
誰
か
と
突
き
詰
め
て
考
え
れ
ば
、
理

屈
と
し
て
は
朝
廷
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
任
命
・
解
任
の
主
体

が
朝
廷
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
道
慈
の
積
極
的
な
辞
意
を
打
ち
消
す
も
の
で
は
な

い
。
大
方
の
注
釈
が
「
任
を
解
き
」
と
訓
み
、
松
本
信
道
が
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
、
文
脈
と
し
て
は
道
慈
の
積
極
的
な
辞
任
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
論
も
、
道
慈
の
辞
任
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
概
ね
こ
の
流
れ
に
従
う
。『
懐
風
藻
』

道
慈
伝
は
こ
の
「
実
質
」
の
辞
任
を
記
述
し
、
史
書
と
し
て
の
『
続
日
本
紀
』
は
「
形
式

上
」
の
在
任
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
。
こ
こ
に
、
類
似
の
表
現
が
多
く
見
ら
れ
共
通
の
原

資
料
に
基
づ
い
て
い
る
と
の
説
も
出
な
が
ら
も
、『
懐
風
藻
』
と
『
続
日
本
紀
』
の
道
慈

の
記
事
に
齟
齬
が
出
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3
　
道
慈
の
反
俗
性

　

そ
れ
で
は
、
史
書
の
『
続
日
本
紀
』
が
形
式
的
事
実
を
記
述
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、『
懐
風
藻
』
が
道
慈
を
辞
任
し
た
と
記
載
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
か
ら
だ

ろ
う
か
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
道
慈
は
帰
国
後
す
ぐ
に
律
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
わ
け
で
は

な
い
し
、
お
そ
ら
く
律
師
辞
任
後
に
大
安
寺
造
営
に
関
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
。
即

ち
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
は
、
嘘
を
述
べ
て
い
る
と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
非
常
に

誤
解
を
招
き
や
す
い
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
も
、『
懐
風
藻
』
道

慈
伝
の
記
述
に
は
、
歴
史
書
の
歴
史
叙
述
と
は
違
っ
た
態
度
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
『
懐
風
藻
』
の
道
慈
の
記
述
の
中
で
、
最
も
特
徴
的
な
も
の
、『
懐
風
藻
』
に
の
み
見
ら

れ
る
表
現
は
、「
性
甚
骨
鯁
、
為
時
不
容
。
解
任
帰
、
遊
山
野
。」
で
あ
る
。「
性
格
に
剛

直
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
当
時
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
面
も
あ
っ
た
。
任
ぜ
ら
れ

た
職
を
退
い
て
故
郷
に
帰
り
、
山
野
に
遊
ん
だ
。」（
江
口
全
訳
注
）
と
い
う
こ
の
部
分
は
、

先
に
論
じ
た
律
師
辞
任
も
含
め
、『
続
日
本
紀
』
等
他
の
道
慈
関
連
文
章
に
は
見
え
な
い
。

一
方
『
懐
風
藻
』
内
で
は
、「
性
格
に
剛
直
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
当
時
の
人
に
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
面
も
あ
っ
た
。」
と
す
る
道
慈
の
こ
の
よ
う
な
性
格
を
知
る
手
が
か
り
と

し
て
、
道
慈
自
身
の
著
作
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
長
屋
王
宅
で
の
宴
の
招
き
に
対
し

て
送
っ
た
断
り
の
詩
（
一
〇
四
番
）、
及
び
そ
れ
に
つ
け
た
序
（
啓
）
で
あ
る
。
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沙
門
道
慈
啓
。
以
今
月
二
十
四
日
、
濫
蒙
抽
引
、
追
預
嘉
会
。
奉
旨
驚
惶
、
不
知
攸

措
。
但
道
慈
少
年
落
飾
、
常
住
釈
門
。
至
於
属
詞
吐
談
、
元
来
未
達
。
況
乎
道
機
俗

情
全
有
異
、
香
盞
酒
盃
又
不
同
。
此
庸
才
赴
彼
高
会
、
理
乖
於
事
、
事
迫
於
心
。
若

夫
魚
麻
易
処
、
方
円
改
質
、
恐
失
養
性
之
宜
、
乖
任
物
之
用
。
撫
躬
之
驚
惕
、
不
遑

啓
処
。
謹
裁
以
韵
、
以
辞
高
席
。
謹
至
以
左
。
羞
穢
耳
目
。

（
沙
門
道
慈
啓
さ
く
。
今
月
の
二
十
四
日
を
以
ち
て
、
濫
り
て
抽
引
を
蒙
り
、
追
ひ

て
嘉
会
に
預
る
。
旨
を
奉
じ
て
驚
惶
し
、
措
く
攸
を
知
ら
ず
。
但
し
道
慈
少
年
に
し

て
落
飾
し
、
常
に
釈
門
に
住
ま
ふ
。
屬
詞
吐
談
に
至
り
て
は
、
元
来
未
だ
達
ら
ず
。

況
め
や
道
機
俗
情
全
く
異
な
る
こ
と
あ
り
、
香
盞
酒
盃
又
同
じ
か
ら
ぬ
を
は
。
此
の

庸
才
の
彼
の
高
会
に
赴
く
、
理
は
事
に
乖
き
、
事
は
心
に
迫
む
。
若
し
夫
れ
魚
と
麻

と
処
を
易
へ
、
方
と
円
と
質
を
改
む
れ
ば
、
恐
ら
く
は
養
性
の
宜
し
き
を
失
ひ
、
任

物
の
用
に
乖
か
む
。
躬
を
撫
で
て
驚
惕
し
、
啓
処
す
る
に
遑
も
あ
ら
ず
。
謹
み
て
裁

る
に
韵
を
以
ち
て
し
て
、
高
席
を
辞
ぶ
。
謹
み
て
至
す
に
左
を
以
ち
て
す
。
羞
づ
ら

く
は
耳
目
を
穢
さ
む
こ
と
を
と
ま
を
す
。）

緇
素
杳
然
別
、
金
漆
諒
難
同
。
納
衣
蔽
寒
体
、
綴
鉢
足
飢
嚨
。
結
蘿
為
垂
幕
、
枕
石

臥
巌
中
。
抽
身
離
俗
累
、
滌
心
守
真
空
。
策
杖
登
峻
嶺
、
披
襟
稟
和
風
。
桃
花
雪
冷

冷
、
竹
溪
山
冲
冲
。
驚
春
柳
雖
変
、
餘
寒
在
単
躬
。
僧
既
方
外
士
、
何
煩
入
宴
宮
。

（
緇
と
素
と
は
杳
然
に
し
て
別
れ
、
金
と
漆
と
は
諒
に
同
じ
く
す
る
こ
と
難
し
。
納

衣
寒
體
を
蔽
ひ
、
綴
鉢
飢
嚨
に
足
ら
ふ
。
蘿
を
結
ひ
て
垂
幕
と
為
し
、
石
を
枕
き
て

巖
中
に
臥
す
。
身
を
抽
い
で
て
俗
累
を
離
れ
、
心
を
滌
き
て
真
空
を
守
る
。
杖
を
策

き
て
峻
嶺
に
登
り
、
襟
を
披
き
て
和
風
を
稟
く
。
桃
花
の
雪
冷
々
、
竹
溪
の
山
冲
々
。

春
に
驚
き
て
柳
変
る
と
雖
も
、
餘
寒
単
躬
に
在
り
。
僧
は
既
に
方
外
の
士
、
何
ぞ
煩

は
し
く
宴
宮
に
入
ら
む
。）

 

（「
初
春
在
竹
溪
山
寺
於
長
王
宅
宴
追
致
辞
併
序
」）

　

そ
の
要
旨
は
、「
釈
門
」
に
住
ま
う
道
慈
は
「
属
詞
吐
談
」
即
ち
詩
文
を
綴
り
談
論
す

る
こ
と
に
未
熟
で
あ
り
、
ま
た
「
道
機
」
と
「
俗
情
」
即
ち
仏
道
の
心
と
世
俗
の
情
と
が

異
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
道
慈
は
仏
道
に
あ
る
身
と
し
て
、
宴
に
参
加
し
て
詩
文
を

作
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
長
屋
王
の
招
き
を
断
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
道
慈
と
長
屋
王
と
の
間
の
確
執
を
見
る
論
も
あ
る
。
林
新
註
は
次
の

よ
う
に
す
る
。

そ
の
こ
ろ
、
道
慈
は
、
…
…
律
師
以
前
と
雖
も
、
養
老
三
年
已
後
、
朝
廷
の
封
を
頂

戴
し
て
を
る
。
支
那
式
に
考
へ
ら
れ
る
た
だ
の
僧
で
は
な
い
。
即
ち
、
官
吏
に
対
す

る
公
吏
で
あ
る
。
人
民
感
化
を
仕
事
と
す
る
一
種
の
役
人
で
あ
る
。
役
人
で
あ
る
以

上
、
こ
の
や
う
な
手
紙
が
、
左
大
臣
で
政
柄
を
握
つ
て
を
つ
た
人
に
あ
げ
る
手
紙
で

あ
ら
う
か
。
或
は
左
大
臣
は
道
慈
か
ら
は
軽
視
さ
れ
る
や
う
な
人
で
で
も
あ
つ
た
ら

う
か
。
そ
れ
と
も
使
者
が
わ
る
か
つ
た
の
で
、
ひ
ら
き
直
つ
て
、
僧
の
本
義
な
ど
き

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
も
あ
ら
う
か
。
長
屋
王
は
讒
に
よ
る
と
い
は
れ
て
を

る
の
だ
が
、
そ
の
内
部
に
讒
の
入
り
得
る
間
隙
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
道
慈
の
憎
む
と

こ
ろ
で
で
も
あ
つ
た
か
。

　

一
方
、
道
慈
と
長
屋
王
と
の
仲
を
強
い
て
否
定
的
に
は
見
な
い
説
も
行
わ
れ
て
い
る
。

小
島
憲
之（（1
（

は
「
一
体
、『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
（
奘
）
法
師
伝
』
に
し
て
も
、『
続
高
僧
伝
』

に
し
て
も
、
当
時
の
唐
の
朝
廷
の
命
令
な
ど
に
よ
る
問
と
答
、
そ
の
往
復
文
書
の
や
り
と

り
に
各
仏
家
伝
の
面
白
さ
が
あ
る
が
、
拒
絶
が
多
く
の
場
合
を
占
め
る
。
命
の
ま
ま
に
従

う
な
ら
ば
そ
の
興
味
は
半
減
す
る
。
こ
う
し
た
仏
家
伝
（
高
僧
伝
）
の
表
現
態
度
を
道
慈

は
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
道
慈
と
長
屋
王
と
の
間
に
真
の
確
執
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
。」
と
述
べ
、
横
田
健
一
（
前
掲
論
文
）
も
、
天
平
九
年
十
月
に
大
極
殿
に
金

光
明
最
勝
王
経
を
講
ぜ
し
め
ら
れ
た
と
き
に
道
慈
が
講
師
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、

「
道
慈
は
皇
室
を
嫌
っ
た
の
で
は
な
く
、
酒
宴
を
俗
人
と
と
も
に
す
る
よ
う
な
、
俗
な
こ

と
を
嫌
う
反
俗
性
を
持
っ
て
い
た
。
い
わ
ば
、
そ
れ
は
本
質
的
な
属
性
で
あ
る
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
が
、
当
時
の
僧
侶
に
は
玄
昉
の
よ
う
に
、
ま
た
こ
れ
よ
り
は
の
ち
に
あ
た
る
が
、

道
鏡
の
よ
う
に
俗
物
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
、
道
慈
の
行
動
が
目
立
っ
て
お
り
、『
懐

風
藻
』
編
者
の
共
感
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
る
。
ま
た
大
堀
英
二（（1
（

は
、
僧

尼
令
は
飲
酒
や
音
楽
を
作
す
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、
自
己
を
律
す
る
道
慈
か
ら
す
れ
ば
、

長
屋
王
の
宴
は
そ
の
律
に
背
く
こ
と
に
な
る
、
即
ち
自
己
の
規
律
に
従
っ
た
た
め
に
宴
を
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断
っ
た
と
す
る
。
強
い
て
道
慈
と
長
屋
王
と
の
間
の
確
執
を
考
え
ず
と
も
、
道
慈
か
ら
す

れ
ば
こ
の
宴
に
参
加
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
〇
四
番
の
作
品
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
道
慈
と
長
屋
王
と
の
不
仲
で
は
な
く
、

時
の
権
力
者
た
る
長
屋
王
の
誘
い
に
も
堂
々
と
拒
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
島
憲

之
に
従
え
ば
仏
家
伝
に
お
け
る
「
興
味
」
の
重
点
で
あ
り
、『
懐
風
藻
』
仏
家
伝
に
お
い

て
も
、「
陽
狂
」「
奔
蕩
」
す
る
智
蔵
や
、
皇
后
か
ら
の
恩
賞
を
拒
み
「
策
杖
而
遁
」
す
る

道
融
ら
と
同
じ
、
僧
達
の
際
立
っ
た
反
俗
性
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

4
　『
懐
風
藻
』
の
隠
逸

　

更
に
こ
の
反
俗
性
を
、
隠
逸
表
現
と
絡
め
て
論
じ
た
の
が
田
云
明（（1
（

で
あ
る
。

宮
廷
と
い
う
政
治
的
空
間
の
枠
内
に
お
い
て
、
吉
野
の
仙
境
化
に
よ
っ
て
隠
逸
気
分

を
味
わ
う
宮
廷
人
と
対
比
す
る
と
、
僧
伝
及
び
詩
作
に
記
さ
れ
た
僧
侶
の
反
俗
行
為

は
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
僧
侶
の
脱
俗
性
・
反
俗
性
を
際
立
た
せ
る
ほ
か

に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
実
際
に
は
隠
逸
の

伝
統
が
な
い
日
本
に
お
い
て
、
文
化
導
入
の
担
い
手
で
あ
る
僧
侶
に
（
少
な
く
と
も

文
章
表
現
の
う
え
で
）
隠
逸
の
役
割
を
付
与
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
中
国
化
が
進
む
に
つ
れ
、
高
僧
伝
類
で
隠
者
的
僧
侶
像
が

次
々
と
造
形
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
高
僧
伝
の
渡
来
と
書
写
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て

も
、中
国
の
僧
侶
に
当
て
は
め
て
僧
伝
を
作
ろ
う
と
す
る
試
み
が
生
じ
、そ
れ
が
『
懐

風
藻
』
僧
伝
の
成
立
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

僧
侶
に
隠
逸
の
役
割
を
付
与
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
『
懐
風
藻
』
僧
伝
に
あ
る
と
い
う
。

一
方
で
、
宮
廷
官
人
達
が
好
ん
で
詠
も
う
と
す
る
隠
逸
は
、「
宮
廷
と
い
う
政
治
的
空
間

の
枠
内
に
お
い
て
、
吉
野
の
仙
境
化
に
よ
っ
て
隠
逸
気
分
を
味
わ
う
」
も
の
と
し
て
い
る
。

　
『
懐
風
藻
』
に
は
「
隠
逸
」
の
表
現
を
持
っ
た
詩
が
多
く
あ
る
。
隠
逸
と
は
公
的
政
治

世
界
に
対
し
て
、
世
間
か
ら
隠
れ
自
身
の
理
想
や
信
念
を
守
っ
て
暮
ら
す
こ
と
を
い
う
。

だ
が
『
懐
風
藻
』
詩
に
お
け
る
隠
逸
の
特
徴
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
宴
席
の
場
面
に
登
場
す

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
点
が
あ
る
。

宴
飲
遊
山
齋
、
遨
遊
臨
野
池
。
雲
岸
寒
猿
嘯
、
霧
浦
柁
声
悲
。
葉
落
山
逾
静
、
風
涼

琴
益
微
。
各
得
朝
野
趣
、
莫
論
攀
桂
期
。

（
宴
飲
山
齋
に
遊
び
、
遨
遊
野
池
に
臨
む
。
雲
岸
寒
猿
嘯
き
、
霧
浦
柁
声
悲
し
。
葉

落
ち
て
山
逾
静
け
く
、
風
涼
し
く
し
て
琴
益
微
け
し
。
各
朝
野
の
趣
を
得
た
り
、
攀

桂
の
期
を
論
ら
ふ
こ
と
莫
れ
。）｝

 

（
中
臣
大
島
「
山
齋
」
一
三
）

物
外
囂
塵
遠
、
山
中
幽
隠
親
。
笛
浦
棲
丹
鳳
、
琴
淵
躍
錦
鱗
。
月
後
楓
声
落
、
風
前

松
声
陳
。
開
仁
対
山
路
、
獵
智
賞
河
津
。

（
物
外
囂
塵
に
遠
く
、
山
中
幽
隠
に
親
ぶ
。
笛
浦
丹
鳳
棲
ま
ひ
、
琴
淵
錦
鱗
躍
る
。

月
後
楓
声
落
ち
、
風
前
松
響
陳
く
。
仁
を
開
き
て
山
路
に
対
か
ひ
、
智
を
獵
り
て
河

津
を
賞
す
。）｝

 

（
葛
井
広
成
「
奉
和
藤
太
政
佳
野
之
作
」
一
一
九
）

　

一
三
番
詩
は
「
山
齋
」
に
お
け
る
「
宴
飲
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
最
後
が
「
各
得

朝
野
趣
、
莫
論
攀
桂
期
。」
と
括
ら
れ
る
。
小
島
大
系
は
「
各
自
が
朝
廷
の
み
な
ら
ず
民

間
に
あ
る
風
趣
を
も
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
従
っ
て
山
の
中
に
入
っ
て
桂
を
手
折
る

よ
う
な
機
会
に
つ
い
て
、
も
は
や
論
ず
る
必
要
は
な
い
」
と
訳
し
、「
こ
の
山
齋
の
遊
び

に
十
分
満
足
し
た
の
で
隠
者
の
よ
う
に
山
の
中
に
わ
け
入
っ
て
香
木
の
桂
の
枝
を
手
折
り

持
つ
必
要
も
な
い
の
意
」
と
説
明
す
る
。
一
一
九
番
詩
は
『
懐
風
藻
』
に
ま
と
ま
っ
た
数

存
す
る
、
吉
野
を
舞
台
に
し
た
詩
群
、
吉
野
詩
の
一
つ
で
、
詩
題
に
は
「
藤
太
政
」
藤
原

史
の
作
に
和
す
と
あ
り
、『
懐
風
藻
』
に
も
藤
原
史
の
、
吉
野
で
行
わ
れ
た
詩
宴
で
の
作

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（「
遊
吉
野
」
三
一
、
三
二
）。
こ
の
和
詩
は
、「
物
外
囂
塵
遠
、
山
中
幽

隠
親
」
と
い
う
句
か
ら
始
ま
り
、
吉
野
を
俗
塵
か
ら
離
れ
た
幽
隠
の
地
と
表
現
し
て
い
る
。

　

本
来
隠
逸
は
公
的
な
政
治
世
界
か
ら
隠
れ
山
中
に
隠
居
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
詩
に
お
い
て
隠
逸
の
表
現
は
、
宴
の
場
を
理
想
化
す
る
方
向
に
使
わ
れ
て
お
り
、
敢
え

て
隠
逸
の
場
を
求
め
る
に
は
及
ば
な
い
、
も
し
く
は
こ
の
地
が
既
に
隠
逸
の
場
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
慈
が
辞
し
た
長
屋
王
の
宴
で
は
、
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
詩
が
作
ら
れ
た
こ
と
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が
あ
る
。

帝
里
烟
雲
乗
季
月
、
王
家
山
水
送
秋
光
。
霑
蘭
白
露
未
催
臭
、
泛
菊
丹
霞
自
有
芳
。

石
壁
蘿
衣
猶
自
短
、
山
扉
松
蓋
埋
然
長
。
遨
遊
已
得
攀
龍
鳳
、
大
隠
何
用
覓
仙
場
。

（
帝
里
の
烟
雲
季
月
に
乗
り
、
王
家
の
山
水
秋
光
を
送
る
。
蘭
を
霑
ら
す
白
露
未
だ

臭
も
催
さ
ね
、
菊
に
泛
か
べ
る
丹
霞
自
ら
に
芳
有
り
。
石
壁
の
蘿
衣
猶
自
し
短
く
、

山
扉
の
松
蓋
埋
り
て
然
も
長
し
。
遨
遊
已
に
龍
鳳
に
攀
づ
る
こ
と
得
た
り
、
大
隠
何

ぞ
用
ゐ
む
仙
場
を
覓
め
む
こ
と
を
。）

 

（
藤
原
宇
合
「
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
」
九
〇
）

　

結
句
「
大
隠
何
用
覓
仙
場
」
で
は
、
大
隠
な
れ
ば
こ
そ
も
は
や
「
仙
場
」
を
求
む
る
に

及
ば
な
い
と
し
た
。
土
佐
朋
子（（1
（

は
、
こ
の
詩
で
長
屋
王
宅
を
表
す
た
め
に
使
わ
れ
る
「
蘭
」

「
菊
」「
蘿
衣
」
の
よ
う
な
語
は
、
通
常
隠
逸
の
場
の
表
現
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
「
菊
が
香
る
晩
秋
に
な
っ
て
も
蘭
が
芳
香
を
漂
わ
せ
な
い
」
と
し
た
り
、「
長
屋

王
宅
の
石
垣
に
絡
ま
る
蘿
衣
が
短
い
」
と
し
た
り
、
隠
逸
表
現
の
定
型
と
は
逆
の
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
は
長
屋
王
宅
を
む
し
ろ
隠
逸
の
場
で
は
な
い
と
す

る
作
者
宇
合
に
よ
る
主
張
で
あ
る
と
し
た
。
こ
こ
で
使
わ
れ
る
「
大
隠
」
は
、
王
康
琚
「
反

招
隠
」（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
「
小
隠
隠
陵
藪
、
大
隠
隠
朝
市
。（
小
隠
陵
藪
に
隠
り
、
大
隠
朝

市
に
隠
る
。）」
と
あ
っ
て
、
朝
市
即
ち
俗
世
に
生
き
る
の
が
大
隠
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
て

い
る
。
宇
合
は
、
長
屋
王
と
い
う
政
治
の
ま
さ
に
中
核
に
位
置
す
る
人
物
の
催
す
宴
に
お

い
て
、
そ
の
よ
う
な
俗
世
の
場
所
に
い
る
か
ら
こ
そ
真
の
隠
者
な
の
だ
と
い
う
理
屈
で
表

現
し
て
い
る
と
す
る
。

　

楽
曲（（1
（

は
こ
の
よ
う
な
『
懐
風
藻
』
の
隠
逸
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
宴
会
遊
覧
の
列

席
者
相
互
の
一
体
感
を
確
認
す
る
と
い
う
、
漢
詩
の
公
的
な
働
き
の
要
求
と
、
隠
逸
を
官

人
の
文
雅
と
見
な
す
、
初
唐
の
休
沐
宴
賞
詩
に
起
こ
っ
た
隠
逸
風
潮
の
影
響
と
い
う
二
つ

の
面
」
に
着
目
し
、
隠
逸
を
公
的
世
界
に
遷
し
な
が
ら
、
政
治
世
界
と
は
別
の
文
雅
の
世

界
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
道
慈
は
そ
の
伝
に
「
山
野
に
遊
ぶ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
掲
一
〇
四

番
の
道
慈
の
詩
に
も
、「
結
蘿
為
垂
幕
、
枕
石
臥
巌
中
。
抽
身
離
俗
累
、
滌
心
守
真
空
。（
蘿

を
結
ひ
て
垂
幕
と
為
し
、
石
を
枕
き
て
巌
中
に
臥
す
。
身
を
抽
い
で
て
俗
累
を
離
れ
、
心
を
滌
き
て
真

空
を
守
る
。）」
の
よ
う
に
、
隠
逸
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
他
の
『
懐
風
藻
』

詩
に
多
い
宴
席
の
場
面
で
は
な
く
、
む
し
ろ
隠
逸
の
表
現
も
行
わ
れ
る
長
屋
王
の
詩
宴
に

対
し
て
は
、「
属
詞
吐
談
」
に
未
だ
達
ら
ず
と
し
て
辞
し
て
い
る
。
道
慈
の
隠
逸
は
、
長

屋
王
宅
の
詩
宴
で
言
わ
れ
る
隠
逸
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

5
　
道
慈
の
「
骨
鯁
」

　

道
慈
と
長
屋
王
と
の
関
係
が
ど
う
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
長
屋
王
か
ら
の
誘
い
を
断
る
こ

と
は
、
穏
や
か
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
そ
こ
に
は
道
慈
の
強
い

意
志
が
窺
え
る
。
先
に
「
剛
直
」
と
の
訳
を
紹
介
し
た
「
骨
鯁
」
だ
が
、
こ
の
語
は
、
喉

に
つ
か
え
る
魚
の
骨
の
意
を
元
に
し
て
い
る
。『
史
記
』「
呉
太
伯
世
家
」
に
「
方
今
呉
、

外
困
於
楚
、
而
内
空
、
無
骨
鯁
之
臣
。（
方
今
呉
、
外
は
楚
に
困
し
み
、
而
し
て
内
は
空
し
く
、

骨
鯁
の
臣
無
し
。）」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
呉
が
楚
を
攻
め
て
い
る
と
き
に
呉
軍
が
孤
立
し
た

際
、
呉
の
公
子
光
（
後
の
闔
閭
）
が
呉
王
僚
に
対
し
て
反
逆
を
企
て
、
そ
の
際
に
光
の
側

近
専
諸
が
発
し
た
言
葉
で
あ
る
。
呉
は
今
楚
を
外
敵
と
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
戦
争
の
た

め
に
国
内
に
骨
鯁
の
臣
が
お
ら
ず
、
王
僚
の
暗
殺
に
絶
好
の
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い

う
。
こ
こ
で
の
「
骨
鯁
の
臣
」
は
、
反
逆
を
企
て
る
光
達
に
と
っ
て
不
都
合
な
、
国
を
守

る
忠
臣
の
意
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
『
三
国
志
』
魏
書
「
蒋
済
伝
」
に
お
い
て
、
蒋

済
を
昇
進
さ
せ
る
際
の
詔
勅
に
、「
夫
骨
鯁
之
臣
、
人
主
之
所
仗
也
。
済
才
兼
文
武
、
服

勤
尽
節
、
毎
軍
国
大
事
、
輒
有
奏
議
、
忠
誠
奮
発
。（
夫
れ
骨
鯁
の
臣
、
人
主
の
仗
る
所
な
り
。

済
の
才
文
武
を
兼
ね
、
勤
に
服
す
る
に
節
を
尽
く
し
、
軍
国
の
大
事
の
毎
に
、
輒
ち
奏
議
有
り
て
、
忠

誠
奮
発
す
。）」
と
あ
る
。「
骨
鯁
の
臣
」
は
君
主
の
頼
り
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
骨
鯁

の
臣
と
し
て
蒋
済
を
評
価
し
て
い
る
。
更
に
『
三
国
志
』
魏
書
「
桓
二
陳
徐
衛
盧
伝
」
の

末
尾
「
評
曰
」
に
お
い
て
、「
陳
、
徐
、
衞
、
盧
、
久
居
斯
位
、
矯
、
宣
剛
断
骨
鯁
、
臻
、

毓
規
鑒
清
理
、
咸
不
忝
厥
職
雲
。（
陳
、
徐
、
衞
、
盧
、
久
し
く
斯
の
位
に
居
り
、
矯
、
宣
剛
断
に

し
て
骨
鯁
、
臻
、
毓
規
鑒
に
し
て
清
理
、
咸
不
職
雲
を
忝
厥
せ
ず
。）」
と
あ
り
、
こ
の
列
伝
中
に

述
べ
ら
れ
る
人
物
達
を
、
道
義
を
弁
え
た
り
高
潔
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
の
評
価
を
す
る

中
で
、
陳
矯
と
徐
宣
に
は
「
剛
断
骨
鯁
」
と
し
、
最
後
に
皆
そ
の
職
を
汚
さ
な
か
っ
た
と

ま
と
め
て
い
る
。「
骨
鯁
」
が
忠
臣
と
し
て
の
人
物
評
価
の
語
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
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と
が
窺
わ
れ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
は
、
人
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
文
脈
で
「
骨
鯁
」

と
使
わ
れ
る
が
、
右
の
よ
う
に
史
書
の
中
で
は
、
そ
の
剛
直
さ
は
頑
迷
と
い
う
負
の
意
味

合
い
で
は
な
く
、
君
主
を
支
え
国
家
を
守
る
忠
臣
と
し
て
の
評
価
の
意
味
を
持
っ
て
い

る
。
道
慈
に
お
い
て
も
、
人
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
頑
迷
で
あ
る
か
ら
と
い
う

よ
り
、
国
を
思
い
忠
節
を
守
る
姿
勢
が
、
時
と
し
て
余
人
の
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
い
う
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
史
書
に
多
く
見
ら
れ
る
語
で
、

『
高
僧
伝
』
や
『
続
高
僧
伝
』
と
い
っ
た
僧
伝
の
表
現
を
多
く
用
い
る
道
慈
伝
に
あ
っ
て

は
珍
し
い
語
彙
と
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に
載
る
道
慈
の

詩
の
内
、
も
う
一
つ
は
ま
さ
に
王
権
に
対
す
る
臣
下
と
し
て
の
立
場
を
取
っ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

三
宝
持
聖
徳
。
百
霊
扶
仙
寿
。
寿
共
日
月
長
。
徳
与
天
地
久
。

（
三
宝
聖
徳
を
持
ち
、
百
霊
仙
寿
を
扶
く
。
寿
は
日
月
の
共
長
く
、
徳
は
天
地
の
与

久
し
く
あ
ら
む
。）

 

（「
在
唐
奉
本
国
皇
太
子
」
一
〇
三
）

　

こ
こ
で
の
皇
太
子
は
首
皇
子
（
聖
武
天
皇
）
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
現
在
大
方

の
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
慈
在
唐
中
の
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
に
立
太
子
し
た
首
皇

子
に
対
し
て
奉
ら
れ
た
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
皇
太
子
と
そ
の
皇
統
に

対
す
る
寿
ぎ
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
王
権
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、『
続
日
本
紀
』
に
は
「
愚
志
」
な
る
書
を
道
慈
が
著
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
概

略
を
再
掲
す
る
と
、「
今
日
本
の
素
緇
の
行
ふ
仏
法
の
軌
模
を
察
る
に
、
全
く
大
唐
の
道

俗
の
伝
ふ
る
聖
教
の
法
則
に
異
な
り
。
若
し
経
典
に
順
は
ば
能
く
国
土
を
護
ら
む
。
如
し

憲
章
に
違
は
ば
人
民
に
利
あ
ら
ず
。
一
国
の
仏
法
万
家
修
善
せ
ば
何
ぞ
虚
設
を
用
ゐ
む
。

豈
慎
ま
ざ
ら
め
や
。」
で
あ
る
。「
経
典
」
に
従
え
ば
国
土
が
護
ら
れ
、「
憲
章
」
に
背
く

と
人
民
に
利
が
な
い
、
即
ち
仏
教
を
よ
く
奉
ず
る
こ
と
で
国
土
が
守
ら
れ
る
と
い
う
、
鎮

護
国
家
的
主
張
が
読
み
取
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
道
慈
は
こ
の
思
想
が
日
本
で
は
充

分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

長
屋
王
に
対
し
て
宴
を
辞
退
す
る
だ
け
で
な
く
、
皇
太
子
に
対
し
て
純
粋
に
寿
ぎ
の
詩

を
作
り
、
国
の
仏
教
の
在
り
方
に
対
し
て
憂
い
の
書
を
著
す
。
道
慈
の
特
徴
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
反
俗
性
も
、
国
や
王
権
に
対
し
忠
実
な
臣
下
で
あ
る
こ
と
の
裏
返
し
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
の
隠
逸
表
現
の
内
、
宴
の
場
で
の
作
に
現
れ
る
も
の
は
、
そ
も
そ
も
宴
と

い
う
場
か
ら
し
て
本
来
の
隠
逸
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
楽
曲
は
こ
れ
を
、
公
的
世

界
に
お
い
て
、
政
治
世
界
と
は
別
の
文
雅
の
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
隠
逸
と
指
摘
し

た
が
、
同
時
代
の
中
国
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
表
現
が
出
始
め
て
い
た
に
せ
よ
、『
懐
風

藻
』
の
多
く
の
詩
人
達
が
そ
の
よ
う
な
隠
逸
表
現
を
選
択
し
た
の
は
、
端
的
に
い
っ
て
官

人
の
彼
ら
で
も
実
践
で
き
る
隠
逸
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
世
俗
か
ら
離
れ
山

中
に
隠
居
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
人
間
で
、
且
つ
『
懐
風
藻
』
に
詩
を
残
せ
た
人
物
は
、
特

殊
な
例
に
限
ら
れ
よ
う
。
道
慈
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
、
稀
有
な
存
在
に
近
い
人
物
で

あ
っ
た
。
道
慈
は
、
国
の
た
め
を
思
い
詩
を
作
り
、
国
を
憂
い
て
書
を
著
し
、
自
身
の
信

念
に
違
え
ば
王
権
の
中
心
人
物
に
対
し
て
も
異
を
唱
え
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
人
物
で
あ
っ

た
。
僧
伝
の
類
型
が
多
く
認
め
ら
れ
る
道
慈
伝
に
お
い
て
、「
骨
鯁
」
と
い
う
僧
伝
よ
り

も
む
し
ろ
史
書
の
類
に
多
い
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
官
人
か
ら
し
て
も
一
つ
の

理
想
像
と
見
な
せ
る
道
慈
の
性
格
を
強
調
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間

が
、
仏
教
界
の
抗
争
が
原
因
だ
と
し
て
も
、
実
質
的
辞
任
と
い
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
を
積
極
的
に
「
解
任
」
と
表
現
し
、
山
野
に
遊
ぶ
隠
者
の
姿
を
道
慈
の
中
に
見

出
し
た
か
っ
た
ろ
う
。

6
　
ま
と
め

　
『
懐
風
藻
』
に
は
脱
俗
の
精
神
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
種
々
の
詩
か
ら
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
個
々
の
詩
に
お
け
る
そ
の
表
現
の
仕
方
や
そ
の
正
確
な
意
味
は
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
り
が
あ
ろ
う
が
、『
懐
風
藻
』
全
体
を
通
し
て
、
脱
俗
に
対
す
る
憧
憬
が
あ
る

と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
実
際
に
官
を
離
れ
山
中
に
隠
居
す
る
と
い
う
実
践
を
行
う

も
の
は
、『
懐
風
藻
』
に
詩
を
載
せ
る
よ
う
な
人
間
の
中
に
は
（
一
部
を
除
い
て
）
い
な
い
。

む
し
ろ
多
く
の
詩
人
達
は
、
文
雅
の
世
界
の
構
築
に
隠
逸
表
現
を
用
い
て
い
た
。

　

一
方
道
慈
は
、
仏
教
の
考
え
方
か
ら
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
脱
俗
を
貫
こ
う
と
す
る
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人
間
で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に
詩
を
載
せ
る
作
者
達
が
好
ん
で
参
加
す
る
詩
宴
さ
え
、
道

慈
か
ら
す
れ
ば
道
か
ら
外
れ
た
行
為
で
あ
り
、
長
屋
王
を
相
手
に
堂
々
と
辞
退
し
て
い

る
。
或
い
は
、
仏
教
の
日
本
で
の
現
状
に
顔
を
し
か
め
、
本
来
あ
る
べ
き
形
を
齎
そ
う
と

す
る
姿
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
は
官
人
達
、
ひ
い
て
は
『
懐
風
藻
』
編
者
達
の
目
か
ら

す
れ
ば
、家
臣
が
君
主
に
対
し
諫
め
る
「
骨
鯁
」
の
構
図
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。『
懐
風
藻
』

作
者
達
は
、
宴
を
行
い
な
が
ら
脱
俗
を
口
に
し
よ
う
と
も
、
実
際
に
下
野
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
一
方
道
慈
は
、
彼
ら
の
儒
教
的
価
値
観
と
は
違
っ
た
行
動
原
理
で
、
し
か
し
彼

ら
が
憧
憬
す
る
行
い
を
実
践
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
自
身
で
は
別
の
方
法
で

隠
逸
を
行
う
が
、
一
方
隠
逸
の
も
う
一
つ
の
理
想
の
姿
と
し
て
、
道
慈
を
見
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

先
に
触
れ
た
と
お
り
、
道
慈
が
形
式
の
上
で
も
正
式
に
律
師
を
辞
し
た
も
の
か
ど
う
か

は
疑
わ
し
い
。『
続
日
本
紀
』
の
記
事
に
重
き
を
置
く
な
ら
ば
、
形
式
的
に
は
在
任
の
ま

ま
で
あ
り
、道
慈
の
辞
任
は
「
実
質
的
退
任
」
と
取
る
辺
り
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。『
懐
風
藻
』

道
慈
伝
に
お
い
て
必
要
な
の
は
、
形
式
的
に
律
師
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
辞
し
た
か
で
は
な

く
、
自
ら
そ
れ
を
辞
そ
う
と
し
た
行
為
で
あ
る
。
長
屋
王
の
宴
を
辞
退
す
る
「
骨
鯁
の
臣
」

た
る
道
慈
に
は
、「
官
」
を
捨
て
、
山
野
に
遊
ぶ
姿
が
相
応
し
い
の
で
あ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
は
、
虚
偽
の
記
述
は
し
て
い
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
書
き
方
は
誤
解

を
招
き
、『
続
日
本
紀
』
と
も
喰
い
違
う
か
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

そ
も
そ
も
『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
の
目
指
し
た
も
の
が
、
形
式
的
事
実
を
時
系
列
に
沿
っ
て

記
す
こ
と
で
は
な
く
、
道
慈
と
い
う
官
人
達
か
ら
見
て
も
一
つ
の
理
想
的
姿
を
見
せ
た
人

間
の
描
写
だ
か
ら
で
あ
る
。
皇
室
に
対
し
純
粋
に
寿
ぎ
の
詩
を
奉
る
一
方
、
時
の
権
力
者

の
宴
の
誘
い
を
断
っ
て
お
の
れ
の
信
念
を
貫
く
道
慈
が
、
や
が
て
律
師
を
辞
そ
う
と
し

た
。
そ
の
事
実
を
、
反
俗
の
精
神
を
持
つ
骨
鯁
の
人
が
、
遂
に
官
を
辞
し
野
に
下
る
姿
と

し
て
、
日
本
に
お
け
る
一
つ
の
理
想
例
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
は
道
慈
伝
に
お
い
て
、
道
慈
を
そ
の
よ
う
な
眼
目
の
下
に
記
述
し
よ
う
と

し
た
。
結
果
と
し
て
、
道
慈
の
一
番
の
業
績
で
あ
り
、
後
に
道
慈
に
つ
い
て
語
る
文
章
で

も
必
ず
触
れ
ら
れ
る
、
大
安
寺
造
営
に
関
わ
っ
た
と
い
う
話
題
が
浮
い
て
し
ま
い
、
最
後

に
と
っ
て
つ
け
た
か
の
よ
う
に
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
愚
志
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内

容
に
関
し
て
は
道
慈
の
「
骨
鯁
」
を
表
す
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
書
物
を
著
し
た
と
い
う

出
来
事
と
し
て
は
紙
面
を
割
か
れ
て
い
な
い
。
道
慈
が
歴
史
上
果
た
し
た
役
割
や
、
僧
侶

と
し
て
の
業
績
に
興
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
反
俗
的
と
も
見
ら
れ
る
生
き
方
が
、
隠
逸

思
想
に
強
く
関
心
を
懐
く
編
者
達
の
目
に
留
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
続
日
本

紀
』
な
ど
と
比
較
し
た
際
、『
懐
風
藻
』
は
、
事
実
や
そ
の
時
系
列
と
し
て
は
適
切
と
は

い
え
な
い
表
現
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
て
ま
で
も
書
き
た
か
っ
た
の
は
、

官
人
達
に
と
っ
て
一
つ
の
憧
れ
と
な
る
道
慈
の
人
物
像
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（1
）　

小
島
憲
之
「
懐
風
藻
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
上
巻
、
一
九
六
八
年
十
二
月
、

塙
書
房
）

（
2
）　

星
野
良
史
「
道
慈
伝
の
成
立
と
大
安
寺
」（『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
仏
教
』
一
九
九
五
年
三
月
、

吉
川
弘
文
館
）

（
3
）　

横
田
健
一
「『
懐
風
藻
』
所
載
僧
伝
考
」（『
白
鳳
天
平
の
世
界
』
一
九
七
三
年
九
月
、
創
元
社
）

（
4
）　

蔵
中
進
「『
大
安
寺
碑
文
』
考
│
│
そ
の
出
典
を
中
心
に
し
て
│
│
」（『
神
戸
外
大
論
叢
』
第

二
一
巻
三
号
、
一
九
七
〇
年
八
月
）
及
び
「『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
成
立
の
文
学
史
的
意
義
」（『
国

語
と
国
文
学
』
第
五
六
巻
十
一
号
、
一
九
七
九
年
十
一
月
）

（
5
）　

松
本
信
道
「
道
慈
の
律
師
辞
任
と
そ
の
背
景
」（『
駒
沢
史
学
』
七
九
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
）

（
6
）　

本
郷
真
紹
「
宝
亀
年
間
に
於
け
る
僧
綱
の
変
容
」（『
史
林
』
第
六
二
巻
二
号
、
一
九
八
五
年
三

月
）

（
7
）　

船
ケ
崎
正
孝
「
勝
宝
八
年
の
看
病
禅
師
に
つ
い
て
の
前
史
的
考
察
」（『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』

第
二
四
巻
第
Ⅱ
部
門
一
号
、
一
九
七
五
年
）

（
8
）　

中
井
真
孝
「
奈
良
時
代
の
僧
綱
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
宗
教
』
上
巻
、
一
九
八
〇
年
五
月
、

吉
川
弘
文
館
）

（
9
）　

橋
本
政
良
「
僧
綱
の
辞
任
・
解
任
・
受
罰
」（『
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
』、
一
九
九
九
年
十
月
、

塙
書
房
）

（
10
）　

小
島
憲
之
「『
懐
風
藻
』
仏
家
伝
を
考
え
る
」（『
漢
語
逍
遥
』、
一
九
九
八
年
三
月
、
岩
波
書
店
）

（
11
）　

大
堀
英
二
「
仏
家
と
王
制
の
礼
理
念
│
│
『
懐
風
藻
』
釈
道
慈
詩
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
国
学

院
大
学
大
学
院
紀
要
』
文
学
研
究
科
三
九
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

（
12
）　

田
云
明
「
僧
侶
と
隠
逸
表
現
：
受
容
と
再
構
築
」（『
日
本
研
究
』
四
七
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
13
）　

土
佐
朋
子
「
藤
原
宇
合
『
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
』
詩
の
論
│
│
藤
原
宇
合
の
『
反
招
隠
詩
』

│
│
」（『
国
文
学
研
究
』
第
一
八
六
集
、
二
〇
一
八
年
十
月
）

（
14
）　

楽
曲
「『
楽
園
』
の
構
想
│
│
『
懐
風
藻
』
に
み
る
隠
逸
観
の
受
容
│
│
」（『
早
稲
田
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
五
輯
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）

※
本
稿
で
引
用
し
た
注
釈
書
お
よ
び
そ
の
略
称
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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林
新
註　
『
懐
風
藻
新
註
』（
林
古
渓
、
一
九
五
八
年
十
一
月
、
明
治
書
院
）

小
島
大
系　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』（
小
島
憲
之
校
注
、
一

九
六
四
年
六
月
、
岩
波
書
店
）

江
口
全
訳
注　
『
懐
風
藻　

全
訳
注
』（
江
口
孝
夫
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
、
講
談
社
）

※
『
懐
風
藻
』
の
本
文
及
び
訓
読
は
小
島
憲
之
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
っ
た
。

※
漢
字
は
一
部
通
行
字
体
に
改
め
た
。
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The character of Douji in Kaifuusou

Junichi ISHIMARU

　The biography of Shaku Douji in Kaifuusou is different from that provided in the Japanese historical book 
Shoku Nihongi. In particular, the two sources provide conflicting information regarding whether Shaku Douji 
resigned from an important position from the group of Buddhist priests known as Risshi. In Kaifuusou, Shaku 
Douji is described as having resigned, while Shoku Nihongi mentions that he remains in office. Kaifuusou 
describes Shaku Douji as an ideal figure who resigned from his post. Kaifuusou contains several works where the 
authors aim to move away from secular places and reach the enchanted land, however it is difficult for many 
authors of Kaifuusou to move away from the actual official positions because they are officials. On the other 
hand, it can be seen from Shaku Douji’s work in Kaifuusou that he was faithful to the kingdom but was not afraid 
to remonstrate to the lord. In addition, the biography in Kaifuusou used the word “kokkou” in the context of “being 
rigid and sometimes unacceptable to other people,” but in Chinese books, it is used as an evaluation for a vassal 
who supports the kingdom and is relied on by the lord. In other words, it is not a negative trait such as “stubborn-
ness,” but is used in the sense that its loyalty cannot be understood by others. The editors of Kaifuusou tried to 
depict Shaku Douji as living an ideal life; a figure that is both faithful to the kingdom and is hidden from the 
world.
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